
毎年「こどもの日」に総務省から発表される「こどもの数(15 才未
満人口)」は、1,366 万人と 44 年連
続で減少しました。こどもの割合は

11.1%です。
図 1は 1950年から 5年ごとの「こ

どもの数」の推移です。1950 年は
2,943 万人で総人口に占める割合は
35.4%でした。この年代は現在 75 歳
前後です。

こどもの割合は、沖縄県が 15.8%
と最も高く、秋田県が 8.8%と最も低
くなっています。静岡県は 11.1％です。
前年からの減少数は、神奈川県が 2.3万人と最も多く、愛知県(2.1万人)、東京都(1.9万人)、

埼玉県(1.7万人)、北海道(1.7万人)の順で、静岡県は 1.3万人減少しました。

静岡県内では、長泉町が 14.9%と最
も高く、以下、袋井市 13.5%、菊川市
13.1%で、低いのが西伊豆町 4.8%、熱
海市 5.1%、東伊豆町 5.3%となってい
ます。

浜松市のこどもの数（令和 7年 4月 1
日現在）は 91,846人で 11.76%です。
浜松市内でこどもの数が多い地

域（右地図。1Km2辺りのこどもの人数。

2020 年の国勢調査による）は、■色

(1,000 人／ Km2 以上)の、蜆塚周
辺、高丘北･葵西周辺、染地台周辺

です。

■図１ こどもの数 の推移

■表１静岡県市町のこどもの数 人、％ R6年10月1日

1.長泉町 6,412 14.9 1.西伊豆町 302 4.8
2.袋井市 11,640 13.5 2.熱海市 1,590 5.1
3.菊川市 6,046 13.1 3.東伊豆町 576 5.3
4.掛川市 14,466 12.9 4.川根本町 336 6.2
5.浜名区 19,166 12.6 5.松崎町 353 6.6
6.裾野市 5,790 12.1 6.天竜区 1,748 7.3
6.磐田市 19,376 12.1 6.伊東市 4,481 7.3
8.中央区 70,753 12.0 8.南伊豆町 534 7.4
9.清水町 3,677 11.9 9.伊豆市 1,958 7.5
9.島田市 10,931 11.9 10.河津町 470 7.6
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日本の 自動車の 輸出入 （日本の貿易統計より）

（前回は、米国の貿易統計から、米国の自動車の輸出入の概況をお伝えした。）

日本の 2024年の輸出総額は約 107兆 880億円で、「自動車及び自動車部品」が約 21兆 8,885
億円と最も多く、全

体の 20.4%を占めて
いる。輸入総額は約

112兆 5,600億円で、
自動車を含む「輸送

用機器」は全体の

3.9%、約 4.36 兆円と
なっている

図 3は、自動車と自動車部品の輸出入金額の推移であ
る。自動車の輸出は、コロナ収束以後で大きく伸び、2024
年には約 17 兆 9,000 億円となった。自動車部品の輸出
は、約 3.5 兆円前後で推移し、コロナ収束以後の 2024
年には約 3.9兆円となった。
表 2 は、2024 年の自動車の輸出先上位 10 ヶ国で、米

国が最も多く、約 137.6万台(全自動車輸出台数の 23.6%)
の約 6 兆 264 億円(全自動車輸出金額の 33.6%)であっ
た。

← バックナンバー 2025年5月23日執筆

■図３ 自動車と自動車部品の輸出入金額の推移

・自動車

・自動車部品

■図２ 2024年の日本の輸出品目と輸入品目（概況品･大分類）

■表2自動車の輸出先 万台億円 2024年

国 台数 金額

1.米国 137.6 60,264
2.ｵｰｽﾄﾗﾘｱ 44.1 15,423
3.中国 19.9 9,247
4.カナダ 23.5 8,478
5.ｱﾗﾌﾞ首長国 35.9 6,257
6.ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ 19.1 6,148
7.英国 13.7 4,924
8.台湾 10.2 3,882
9.メキシコ 9.6 3,114
10.ドイツ 8.1 2,800
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